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Sakura Time ～総合的な探究の時間～ 

２月８日 １学年総合的な探究の時間の中間発表会が終了しました。ご参観いただきました

保護者の皆様。ありがとうございました。今日は少し 探究 について紹介します。 

探究 

探究が高等学校で、大きく世間から注目を浴びたのは、京都市立堀川高校の探究科ではないかと

思います。2002 年、探究科 1期生卒業の年、国公立大学現役合格者数が前年の 6名から 106 名に

急増し「堀川の奇跡」としてマスコミにも取り上げられたのです。現在でも堀川高校は東京大学、京都

大学に毎年 30 名の合格者を出す進学校です。大学合格実績が脚光を浴びたことから「『探究』を行

えば大学に合格できるのか？」といった議論が巻き起こったこともあります。しかし、堀川高校に探究

科を作った目的は、「単に勉強ができるだけではなく自分の頭で考えて行動できる人材をつくる。大学

に入るための学校ではなく卒業後も光る生徒を育てる」でした。 

 

総合的な探究の時間 

そもそも「総合的な探究の時間」の目的は何でしょうか。「総合的な探究の時間」は、平成

30 年の高等学校の学習指導要領で、以下のように定義されています。 

「探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の在り方

生き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を育成すること」

課題の発見と解決を通じて、生涯にわたり自分の頭で考えて行動できる人材を作ることがこの

時間の目的です。現在、日本の全ての高等学校で実施されています。 

 

日本の現状 

日本財団が 2022 年 1 月 26 日（水）～2月 8日（火）日本、アメリカ、イギリス、中国、韓

国の６カ国の 18 歳、各 1000 人についてインターネットで行った 18 歳意識調査「第 46 回 国

や社会に対する意識（ 6 カ国調査） 」 によると、「将来の夢を持っている、自分の将来が

楽しみである」など自分の将来や目標についての質問で、日本は六カ国中すべて最下位の結果

でした。自身と社会の関わりについても「自分は大人だと思う」「自分の行動で、国や社会を

変えられると思う」がそれぞれ 3割に満たず、他の国に差をつけて低いのです。 

国際的な学力調査では、高い成績の日本の生徒達が、将来の夢がない、自分で国や社会を変

えられると思えないということは、教育の大きな課題です。社会の担い手になり、自ら学んで

いく生徒を育てるために、生き方を考え、自ら課題を見いだし、問いをたて、探究していくこ

とを目的に、「総合的な探究」が作られてきたのです。 

18 歳意識調査 | 日本財団 (nippon-foundation.or.jp)  

https://www.nippon-foundation.or.jp/what/projects/eighteen_survey 

 

（文責 齋藤 郁子） 



 

 

校 長 室 か ら  

 N o １ ２  

   

T T P S  

 

2 0 2 ４ . ２ ． １ ６  

 

 


